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株式情報  （2024年9月末）業績ハイライト（2024年9月期）

⃝上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場（証券コード：8346）
⃝事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
⃝定時株主総会 毎事業年度終了後3カ月以内に開催
⃝配当基準日 期末配当：3月31日

中間配当：9月30日
⃝公告掲載方法 電子公告

（当行HP　https://www.tohobank.co.jp/）
ただし、電子公告による公告をすることができな
い場合は福島民報、福島民友、日本経済新聞に
掲載します。

とうほう通信
2024年9月期

すべてを地域のために

⃝財務ハイライト

⃝非財務ハイライト

中間純利益（連結・単体）（億円）

自己資本比率

9.93％（連結）
9.47％（単体）

2024年3月末より、信用リスク計測手法
を「標準的手法」から「基礎的内部格付
手法」に変更するとともに、バーゼルⅢ
最終化を適用しております。

コア業務純益（連結・単体）（億円）

有価証券残高（単体）

9,832億円
前年同期比

2,186億円 増

コア業務純益
業務粗利益から国債等債券関係損益を控除
し、人件費や物件費などの経費を差し引いた
銀行本来の業務から得られる利益

総預金残高（単体）

6兆1,847億円
前年同期比

140億円 減

※譲渡性預金を含む

貸出金残高（単体）

3兆7,948億円
前年同期比

709億円 減

見やすく読みまちがえ
にくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用
しています。

2022/9 2023/9 2024/9

26 25

45
37 33

単体 連結 48

2022/9 2023/9

57 6059 60
単体 連結

2024/9

52 52

株主の皆さまへ  （2024年9月末）

⃝発行済株式総数（普通株式）
252,500,000株

⃝株主数� 23,025名
⃝株主還元方針（2022.5～）
　■安定配当６円を基本(年間）
　■連結配当性向30％を目安
　■ �業績の成果に応じた弾力的な

利益還元

⃝中間配当推移

2022年9月 2023年9月 2024年9月

3.5 3.5 4.0
（円）

2024年11月発行
東邦銀行�総合企画部�
広報・社会貢献課
〒960-8633�福島市大町3番25号
電話（024)523-3131

株主優待制度のご案内
毎年3月31日現在、当行株式を「1,000株以上かつ継続して1年以上」
保有されている株主さまは、保有株数と保有期間に応じた該当金額相当
の優待品等をカタログより、ご希望するコースを1つお選びいただけます。

保有期間

継続して1年以上 継続して5年以上

保
有
株
数

10,000株以上 8,000円相当 10,000円相当

5,000株以上
10,000株未満 5,000円相当 8,000円相当

1,000株以上
5,000株未満 3,000円相当 5,000円相当

●宿泊コース
福島県内約250の宿泊施設で利用できる「福島県宿泊施設ご優待券」
●特産品コース
「ふくしまからの贈りもの」の中から一品贈呈
●TSUBASAアライアンス共同企画特産品コース
TSUBASAアライアンスに参加する地方銀行6行（千葉銀行、第四北越銀行、
中国銀行、伊予銀行、群馬銀行、滋賀銀行）の地元特産品の中から一品贈呈
●寄付コース
日本赤十字社福島県支部、福島県、ふくしまこども食堂ネットワークに優待
特典相応額を寄付（2024年9月に63名の株主さまからお預かりした451千
円を寄付いたしました。）
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長期経営計画

地域経済の持続的成長を

10TARGETSのおもな取組み�
�脱炭素促進支援

�金融コンサルティング

�資産形成・運用

�金融リテラシー向上　金融経済教育

テーマ型私募債の取組み
2024年4⽉1⽇「とうほう・テーマ型私募債」
を創設しました。福島県および地⽅⾃治体が取
組む地⽅創⽣事業への寄付を対象とした私募債
であり、定期的に寄付先を選定し、地域貢献へ
の訴求⼒を⾼めた枠組みを構築しています。

野村アライアンス正式合意
2024年7⽉26⽇野村證券株式会社との⾦融商品仲介
業務における包括的業務提携にかかる最終合意書を締
結しました。「お客さま⼀⼈ひとりに最⾼の⾦融サービ
スを」を提携スローガンに掲げ、お客さま⼀⼈ひとりに最適かつ⾼度な
⾦融サービスを提供します。新たな営業体制は2025年1⽉から開始し、
提携スキームへの完全移⾏は2025年10⽉を予定しています。

託児サービス付き資産形成セミナー
子育て世代のお客さまを対象に、子育て
にかかるお⾦の知識や⽣活設計・資産形
成に関するセミナーを開催。託児サービ
ス提供は初の試みとなり、親と子それぞ
れの時間やスペースを確保することで、
落ち着いて⾃身やご家族の資産形成に対
する考えと向き合うことができました。

対象 内容 2023年度
実績

2024年実績
（4⽉～9⽉）

小学⽣・中学⽣・⾼校⽣ 出前授業、職場体験、イベント、こども食堂支援等 32回
1,192⼈

32回
873⼈

大学⽣ 寄付講座、出張授業等 16回
3,208⼈

16回
2,538⼈

若手社会⼈・⼀般社会⼈ 新入社員研修、職域セミナー、資産運用セミナー等 350回
5,525⼈

44回
1,018⼈

シニア セカンドライフ、相続、遺言信託セミナー等 14回
276⼈

6回
88⼈

幅広い世代への⾦融教育の実践を通じ、お客さま⼀⼈ひとりのゆたかな
暮らしづくりをサポートしています。

当行グループの成長戦略基本方針②地域・お客さまとの価値共創基本方針①

達成する10TARGETS

❻キャッシュレス
（決済）

❼�ライフ 
イベント・
サポート
（ローン）

❽�資産形成・
運用
（預かり資産）

❾相続・信託 ❿�金融リテラシー
向上

❶�人材不足への
対応

❷�脱炭素促進
支援

❸�金融コンサル
ティング
（�⾦融仲介機能
発揮）

❹�創業・成長・
経営支援

❺�事業性評価・
有益情報提供

DE&I（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン）
ベテラン層の処遇向上・活躍促進
地域社会の成長と発展に貢献する会社となるためには、従業員の“総
活躍”が重要な要素との考えから、ベースアップに加え、５５歳以降
のいわゆるベテラン層を対象
とした平均１０％の給与引き
上げを実施し、やりがいやモ
チベーションを⾼く保ち続け
ながら、長年の経験により培
った専門性やスキルを十分に
発揮できる環境を整備してい
ます。

デジタル戦略
「東邦銀行アプリ」のサービス開始
2024年11⽉18⽇（⽉）よ
り個⼈向けスマートフォンア
プリ「東邦銀⾏アプリ」の提
供を開始しました。
同アプリは、時間や場所を気
にせずに、残⾼・入出⾦明細
照会、振込、税⾦・各種支払
等の⽇常的な銀⾏サービスを、お客さまご⾃身のスマートフォンから�
「いつでも・どこでも・カンタンに」ご利用いただけます。

国際原則準拠型サステナブルファイナンス
お客さまのサステナビリティ経営の取組みを後押しし、社会の持続的な
成長に貢献しました。

環境分野 社会分野

グリーンローン
320億円

ソーシャルローン
28億円

サステナビリティ・リンク・ローン
190億円

ポジティブ・インパクト・ファイナンス
115億円

※下段は累計取組実績（2024年9⽉末時点） 山木工業株式会社様との契約記念式

グループ戦略
とうほうスマイル「障害者雇用相談援助事業者」認定取得
特例子会社とうほうスマイルでは、福島労働局より「障害者雇用相
談援助事業者」としての認定を受け、法定雇用率未達成企業や障
がい者雇用の経験がない企
業に対し、障がい者の雇い入
れや雇用管理に関する課題解
決をサポートしていきます。

障害者雇用相談援助事業
　障がい者雇用の経験やノウハウを有する
認定事業者が、障がい者雇用に不安や課
題を抱える事業主に、⼀連の雇用管理に
関する相談援助を実施する事業

当行の企業価値向上

人的資本の充実

東邦リース・ESGリース R6優良取引認定
当⾏グループ会社である東邦リースは、ESGリース促
進事業における「令和6年度優良取組認定事業者」に、
東北に本社を置く企業として初めて認定を受けました。
優良取組認定制度は、脱炭素機器のリースに関して
顕著な実績や取組みを⾏っている事業者に対し、環境
省が優良な取組事業者として認定を⾏う制度です。 認定ロゴマーク
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